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  　　　　　学 　校 　便 　り   　　　　　　　第１０号 
甲斐市立敷島小学校
平成１９年１２月２０日

もうすぐ２００７年を締めくくる時期、学校も１２月２６日からの冬休みに向けての準備や指導に忙しい時期です。厳しい残暑の中で始まった２学期でしたが、大きなけがをしたり病気にかかったりした児童やいじめと思われる報告もなく締めくくれることがありがたいです。教職員にとって子どもたちの学習や活動への頑張りと良い表情を見られた事が何よりの張り合いになります。
これもご家族の皆様や保護者の皆様の励ましや支えをいただいた賜です。ありがとうございました　また、些細と思われる問題であっても、親御さんが早くに子どもの変化に気がつき放置することなく保護者同士が気持ちを合わせて解決に当たってくださった地区もありました。まさに「我が子もよその子も地域の子」と言った気持ちで子どもの指導に関わって下さった素晴らしい実践でした。
　先日は、個別懇談への出席ありがとうございました。限られた時間でしたが２学期のお子さんの学習や生活についての情報交換やこれからの事など話し合えたでしょうか？話し足りないことがありましたら、いつでもお気軽に御来校下さい。
  今のところ敷島小学校の子どもたちは健康でインフルエンザの流行に会うこともなく２学期を終われそうです。心身共に元気で２００８年の新年を迎えられますようお祈りします。
    ◇◇◇◇◇◇　　立派でした。児童会役員選挙   ◇◇◇  ◇◇◇
  それはそれは、大人の選挙の模範となるような見事な選挙活動でした。
  会長１人（新６年から）、副会長２人（新５年、６年からそれぞれ１人）の３つの席を巡り１５名が熱い選挙戦を繰り広げました。１週間毎朝３年生以上の教室を訪れ自分の考えを訴え質問に答え、休み時間は庭に出ての遊説活動。応援者は選挙グッズを駆使し候補者の個性を前面に打ち出しての選挙運動を展開しました。大きな声での連呼が校庭や校舎に響いた１週間でした。保護者の皆様にもこの様子を紹介したいくらいの迫力と秩序がありました。子どもたちの一途な姿に感激しました。それぞれが精一杯取り組んだので、悔しい思いで涙した子どももこの経験を大きな自信に代えてこれからの生きる力のもとになっていくことを期待します。もちろん、下級生たちに「選挙とは！」と言う強烈な印象と学習場面を提供し、次へのステップを作ってくれたことは確かです。
  　　
  　 パトロールありがとうございます。これからもよろしくお願いします。
  １２月７日（金）ふれあい集会がありました。５０名の老人クラブの皆様が出席して下さいました。
 下校時や登校時に一緒に歩いて下さる方声を掛けて下さる方見守って下さる方とパトロールの形はいろいろですが、子どもたちにとって「緑のジャンバー姿」は、安心、安全のお守りのような存在になっていると思います。身近におじいちゃん、おばあちゃんのいない児童にとっては、登下校での短時間の交流は心が豊かになる貴重なひとときにもなっています。地域のお年寄りの知恵や経験が子どもたちの健やかな育ちの大きな力になっていることは間違いありません。これからもお元気で子どもたちのためによろしくお願いします。
  先月号からこの学校便りが敷島小学校区の地域で回覧されることになりました。
  学校の様子を子どもがお世話になっている地域の皆様に広く知って頂きたいとの考えからです。　回覧用には、その月の予定表をつけB4の大きさにしてあります。保護者の皆様には、学校の予定等は学年便りでお知らせできるのでこのままA4の大きさでいきますのでご承知下さい。

